
全国公立博物館の建物規模の状況（本市調査）

グラフ ランキング 分類 分析または備考
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※本市博物館は「総合」博物館に分類。
「総合博物館」とは、人文科学及び自然
科学の両分野にわたる資料を総合的な
立場から扱う博物館をいう。（「公立博物
館の設置及び運営に関する基準」第二条
一項）
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開
館
年

▼開館年（昇順） ▼開館年（降順）

※松本市立博物館は、1906年（明治39）
開館で、公立博物館（国立・私立を除く）
としては、非常に古い歴史をもつ。
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「総合」博物館は、全体平均より敷地面
積が広く、開館年が新しい館は、より敷
地面積が広い傾向にある。立地が中心
市街地であっても敷地面積への影響は
見られない。
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建物延床面積は、館種の「総合」「開館
年」「収蔵品数」から影響を受けている。
「立地条件」は特に影響を与えない。「総
合」館の平均値が特に高い。

分類指標 敷地総面積 備  考 

32 館平均値 15,048.76 ㎡ 本市 5,905.5 ㎡ 

史跡公園内等を除く 29 館平均値 4,550.36 ㎡ 豊橋市・富山市・長野市を除く 29 館 

総合系博物館 6 館抽出平均値 20,040.72 ㎡ 松本市・長野市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

史跡公園内等を除く総合系博物館 5 館抽

出平均値 

5,048.86 ㎡ 松本市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

開館年度 2000 年以降博物館 6 館抽出 6,242.87 ㎡ 郡山市・松山市・長崎市・盛岡市・鳥取市・松江市 

収蔵品点数100,000 点以上博物館 5館抽

出 

40,734.57 ㎡ 松本市・横須賀市・豊橋市・倉敷市・厚木市 

史跡公園内等を除く収蔵品点数 100,000

点以上博物館 4 館抽出 

4,918.21 ㎡ 松本市・横須賀市・倉敷市・厚木市 

中心市街地立地博物館 18 館抽出 18,380.09 ㎡ 松本市・郡山市・那覇市・長崎市・福山市・郡山市・豊田市・横

須賀市・和歌山市・高松市・豊橋市・倉敷市・秋田市・厚木市・

山形市・富山市・四日市市・松江市 

史跡公園内等を除く中心市街地立地博物

館 16 館抽出 

4,765.10 ㎡ 上記から豊橋市・富山市除く 16 市 

 

建物延床面積（㎡） 建物仕様 館名 種別 市

1 13,309.00 3階 長崎歴史文化博物館 歴史 長崎市

2 10,147.11 地下2階 地上6階 四日市市立博物館 総合 四日市市

3 8,700.60
2棟（地下1階・地上3階

地下1階・地上5階）
横須賀市自然・人文博物館 総合 横須賀市

4 7,600.20 地下1階 地上4階 松山市立子規記念博物館 歴史 松山市

5 7,540.38 地下1階 地上4階 和歌山市立博物館 歴史 和歌山

6 7,257.69 地下1階 地上2階（一部5階） 長野市立博物館 総合 長野市

7 5,958.00 平屋 一部2階建 豊橋市自然史博物館 自然史 豊橋市

8 5,802.94 地上3階 岐阜市歴史博物館 歴史 岐阜市

9 4,676.00 地下1階 地上2階 もりおか歴史文化館 歴史 盛岡市

10 4,203.56 平屋一部2階建 松江歴史館 歴史 松江

分類指標 建物延床面積 備  考 

32 館平均値 3,730.62 ㎡ 本市 3,593.3 ㎡ 

総合系博物館 6 館抽出平均値 5,705.12 ㎡ 松本市・長野市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

開館年度 2000 年以降博物館 6 館抽出 4,982.22 ㎡ 郡山市・松山市・長崎市・盛岡市・鳥取市・松江市 

収蔵品点数 100,000 点以上博物館 5 館抽出 4,549.82 ㎡ 松本市・横須賀市・豊橋市・倉敷市・厚木市 

中心市街地立地博物館 18 館抽出 3,892.14 ㎡  
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4つの指標とも全体平均を上回っており、
特に収蔵品点数が常設展示面積に影響
を与えている。
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特別展示室の広さは、特別展示室の機能を
どう考えるか、館の考え方によるため、広さの
比較はあまり意味をもたないが、自由記載の
回答によると、必ずしも、実態が適正規模と
は合っていないことが推察される。
 ※特別展示室の機能
・大規模巡回展が開催可能な面積（単独ある
いは常設展示室等一部施設と併せて） →大
規模
・中規模巡回展が開催可能な面積（単独ある
いは常設展示室等一部施設と併せて） →中
規模
・館蔵資料及び貸与資料による特別企画展
が開催できる面積 →小規模

参
考

（
自
由
回
答

）

＜特別展示室適正規模＝自由回答＞
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開館年が新しい館ほど一定の収蔵庫面
積を確保する傾向がみられる。他の3指
標は全体平均値にほとんど影響を与えな
い。

＜特別展示が開催されない間の特別展示室の活用の実態＝自由回答＞

分類指標 常設展示室延床面積 備  考 

32 館平均値 816.71 ㎡ 本市 847.0 ㎡ 

総合系博物館 6 館抽出平均値 990.77 ㎡ 松本市・長野市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

開館年度 2000 年以降博物館 6 館抽出 965.37 ㎡ 郡山市・松山市・長崎市・盛岡市・鳥取市・松江市 

収蔵品点数 100,000 点以上博物館 5 館抽出 1,234.70 ㎡ 松本市・横須賀市・豊橋市・倉敷市・厚木市 

中心市街地立地博物館 18 館抽出 859.91 ㎡  

 

分類指標 特別展示室延床面積 備  考 

32 館平均値 265.46 ㎡ 本市 553.0 ㎡ 

総合系博物館 6 館抽出平均値 388.30 ㎡ 松本市・長野市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

開館年度 2000 年以降博物館 6 館抽出 321.02 ㎡ 郡山市・松山市・長崎市・盛岡市・鳥取市・松江市 

収蔵品点数 100,000 点以上博物館 5 館抽出 297.29 ㎡ 松本市・横須賀市・豊橋市・倉敷市・厚木市 

中心市街地立地博物館 18 館抽出 319.63 ㎡  

 

分類指標 収蔵庫延床面積 備  考 

32 館平均値 412.22 ㎡ 本市 522.4 ㎡ 

総合系博物館 6 館抽出平均値 383.20 ㎡ 松本市・長野市・横須賀市・厚木市・吹田市・四日市市 

開館年度 2000 年以降博物館 6 館抽出 492.33 ㎡ 郡山市・松山市・長崎市・盛岡市・鳥取市・松江市 

収蔵品点数 100,000 点以上博物館 5 館抽出 424.69 ㎡ 松本市・横須賀市・豊橋市・倉敷市・厚木市 

中心市街地立地博物館 18 館抽出 422.05 ㎡  
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＜その他＞
・倉庫賃貸借により収蔵
・収蔵庫はなく倉庫とパイプスペースで代用している。

＜収蔵資料増加対策（＝自由回答）＞

現状では、収蔵庫がほぼ満杯か不足し
ている傾向にあり、今後別箇所あるいは
代用収蔵庫の必要性が現実化するもの
と推察される。

1
0
 

収
蔵
資
料
数

＜まとめ＞
調査結果からは、現状は、常設展示室を広く確保することで、収蔵資料を多く公開し、また、収蔵庫も一定面積確保、受入れ資料の厳選など対応しているものの、近年収蔵庫が不足がちとなり、対応に苦慮している姿が見受けられる。特別
展示室は理想はあるものの、十分な広さは確保されていないか、今ある広さでの活用法を探っている状況に思われる。


